
改訂版H22.10.18
10月16日実施の図書館職員ステップアップ研修を受講いただき、ありがとうございました。

当日配布資料を修正・追加した改訂版です。

ご利用ください。

修正事項　→3.(1) Word2007ファイルからの個人情報の削除
子どもたちへの情報検索技術指導法
長野県図書館協会ホームページ　http://www.nagano-la.com/　

1. 情報を集める
（1） インターネットの検索エンジン

複数の検索エンジンで検索　→　検索された情報がエンジンによって違う

・Google（米国Google社）  http://www.google.co.jp/　
・Yahoo（Yahoo!JAPAN）　 http://www.yahoo.co.jp/　
・goo（NTTレゾナント）  http://www.goo.ne.jp/　
　　検索語について『キッズgoo』へのリンクが表示される

・Bing（マイクロソフト社）http://www.bing.com/　
〔演習〕　各検索エンジンで、キーワード『風力発電』を検索し、表示される検索結果を比べてみましょう。→　検索エンジンによって検索結果が違う
・日本の検索エンジン＞キッズ（子供向け検索エンジンリンク集）

http://www.searchworldwide-inc.com/kensaku/
・ウィキペディア（フリー百科事典）　http://ja.wikipedia.org/wiki/　

・教育情報ナショナルセンター（NICER　教育・学習に役立つ内容を提供）

　http://ja.wikipedia.org/wiki/　

（2） データベースの利用
特定分野の情報を蓄積したデータベースから情報を集める

・47NEWS（全国の新聞記事データベース）　http://www.47news.jp/　
・国立国会図書館デジタルアーカイブポータルPORTA　http://porta.ndl.go.jp/　
・国立国会図書館リサーチ・ナビ（調べ方案内）　http://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/　

・国立国会図書館データベースナビゲーションサービス（Web上の各種データベースへのリンクを提供）
　http://dnavi.ndl.go.jp/bnnv/servlet/bnnv_user_top.jsp　

・国立国会図書館サーチ　http://iss.ndl.go.jp/　

〔演習〕　各データベースで、キーワード『風力発電』を検索してみましょう
　→　Web検索と異なる検索結果が出る。
（3） 情報検索のキーワード
· 複数のキーワードで調べる
検索結果を多いとき　→　and検索で絞り込む
検索結果が少ないとき　→　or検索で検索範囲を広げる

· 類語辞書の活用
思うように検索できないとき　→　類義語を使ってみる

〔演習〕　Yahooの辞書で、キーワード『帽子』の類義語を調べましょう。
· キーワード入力補助機能の活用

〔演習〕　Yahoo検索エンジンで、キーワード『ポン酢』を入力して、入力補助に表示されるキーワード『ポン酢　語源』をクリックしてポン酢の語源を調べましょう。
〔演習〕　Google検索エンジンで、キーワード『ポン酢』を入力し、ワンダーホイールで関連キーワードを表示しましょう。
· 調べたい分野を特徴づけるキーワードで絞り込む
〔演習〕　Google検索エンジンで、効率的なキーワードの見つけ方を調べます。
キーワード『検索　キーワード』、『検索　キーワード　探し方』、『検索　キーワード　調べ方』を入力し、それぞれの検索結果を見てみましょう。
　→　検索のキーワードの微妙な違いで検索結果が変わる。
（4） 集めた情報の信頼度

インターネットの情報は、情報の真偽の保証はない・情報の利用は自己責任
→　集めた情報を 自分で 総合的に判断する力が必要

インターネットでの情報検索は予備調査　→　自分で確かめる
●情報は複数の情報源から得ること（インターネット以外からの情報も重要）
●誰が、いつ、何の目的で発信した情報かを確認すること

情報発信者はだれか　→　ホーム（トップページ）で発信者情報を閲覧する


　　　　　　　発信者がはっきりしないWebページはあまり信用できない。

発信の目的は何か　→　商品の宣伝や個人の思想・信条等の表現である場合も・・・
2. 情報を使う

（1） 著作権

著作権を扱うホームページ

・社団法人 著作権情報センター（CRIC）　http://www.cric.or.jp/　

・コピーライトワールド（CRICの子供向けHP）　http://www.kidscric.com/　
（2） 集めた情報を引用する

・著作物を自由に使える場合は？（CRIR　はじめての著作権講座）
http://www.cric.or.jp/qa/hajime/hajime7.html　

・正しく使おう、他人の作品（コピーライトワールド子供向け著作物使用法の紹介）

　http://www.kidscric.com/use/use.html　

・著作権法ガイド（個人のHPですが、引用のしかたがわかりやすく書いてあります）

　http://homepage1.nifty.com/samito/copyright2.htm　

・新聞等の記事の利用について

「ネットワーク上の著作権に関する新聞協会見解」
http://www.pressnet.or.jp/info/kenk19971100.htm　

「著作権について」（朝日新聞社）　http://www.asahi.com/policy/copyright.html　
（3） 集めた情報を加工する　→　Word2007でグラフを作成する

・総務省　情報通信統計データベース　インターネット接続方法の推移
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/field/tsuushin01.html　

3. 情報を発信する

（1） インターネットへの発信

・Word2007の文書ファイルをPDFファイルに変換する

　　　　Word文書を開く　→Officeボタンをクリック　→名前を付けて保存
→PDFをクリック（「PDFで開く」ダイアログボックス開く）

→保存フォルダの指定
→オプションボタンクリック（オプションダイアログボックス開く）

→「ドキュメントのプロパティ」のチェックをはずす（個人情報の削除）
→「OK」クリック　→「発行」クリック

・Word2007の文書ファイルから個人情報を削除する(改訂)
　　（この操作を行う前に、必ず原本を別のファイルとして保存すること）

　　　　　　　Word文書を開く　→Officeボタンをクリック　→配布準備

　 →ドキュメント検査をクリック（「ドキュメント検査」ダイアログボックス開く）

→「ドキュメントのプロパティと個人情報」にチェックを入れる
→検査ボタンクリック　→検査結果確認し、「すべて削除」ボタンをクリック

→削除後、文書を保存する

個人情報削除後のWord文書をPDFファイルに変換する

→PDFにも個人情報は含まれなくなる
4. セキュリティ
・情報セキュリティ広場（警視庁）

http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/haiteku/index.htm 

・ハイテクキッズ（警視庁 子供向けセキュリティ）

http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/haiteku/hikids/hikids.htm 
・国民のため情報セキュリティサイト（総務省 子供向けセキュリティページもある）

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/security/index.htm 
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